


























































































































































































箱庭制作が初めての大学生 32 名（男子 7名




























































































“ 構成の段階 ” と、“ 語りの段階 ” という評







の評定軸は 6 段階に分かれ、1 ～ 6 の段階は、
連続的なものとして設定されている。評定者は、
評定軸の全体像（文書）を読んだ上で、6段階








“ 構成の段階 ” は、作品の視覚的印象から、
構成が成り立ち充実していくプロセスを、“ ア











































































































































均一でなくてもよい ”、“ 置き直してよい ”。
各段階に属する作品が決まったら、その段階
の中での順位を決める。段階 1～ 6は連続体と
































制作時間の平均は、29 分 09 秒（13 分 22 秒
～ 39 分 42 秒）。制作後のインタビュー時間の




均は、EIが 40.13（SD=7.40、range:24 ～ 53）、
CAが 70.23（SD=9.10、range:55 ～ 91）であっ





5 名の評定者による 32 作品の評定順位の一
致性を見るため、Kendallの一致係数を算出




評定結果の例を表 3、写真 1 ～ 3 に示す。
No.7（写真 1）は、砂の領域が多く、寂しい印































































































































































































































































表 4： 構成の段階　評定結果の高群・低群間における創造性検査・質問紙得点の t検定
　 高群（N=10） 低群（N=12）
平均値 SD 平均値 SD t値
EI（開放性特性） 42.30 （ 5.33 ） 39.17 （ 9.32 ） 0.94
CA（創造的態度特性） 73.30 （ 10.79 ） 68.83 （ 7.77 ） 1.13
???????
Ta：応用力 9.40 （ 4.22 ） 9.75 （ 3.28 ） -0.22
Tb：生産力 11.90 （ 3.93 ） 8.92 （ 3.85 ） 1.79 　+
Tc：空想力 14.80 （ 4.52 ） 13.83 （ 5.02 ） 0.47
F：思考の速さ 34.70 （ 9.20 ） 31.58 （ 8.65 ） 0.82
X：思考の広さ 25.40 （ 5.60 ） 22.83 （ 4.63 ） 1.18
O：思考の独自さ 8.20 （ 2.04 ） 7.50 （ 3.29 ） 0.58
E：思考の深さ 27.90 （ 7.88 ） 25.00 （ 7.87 ） 0.86
S-A総合 36.10 （ 9.54 ） 32.50 （10.16 ） 0.85
**：p<.01、*：p<.05、＋：p<.10
表 5： 構成の段階　評定結果の高群・低群間におけるロールシャッハ・テストスコア実数の t検定
Rorschach Test 高群（N=10） 低群（N=12）
実数 平均値 SD 平均値 SD t値
R 31.60 （ 12.19 ） 28.58 （17.68 ） 0.46
W 16.20 （ 7.64 ） 13.25 （ 5.86 ） 1.03
D 10.50 （ 6.90 ） 10.50 （12.01 ） 0.00
Dd  4.20 （ 4.37 ） 4.50 （ 4.87 ） -0.15
S 0.70 （ 0.82 ） 0.33 （ 0.49 ） 1.23
F 14.50 （ 4.40 ） 12.08 （ 7.77 ） 0.92
M 5.00 （ 2.91 ） 5.92 （ 4.14 ） -0.59
FM 4.70 （ 2.79 ） 3.33 （ 2.23 ） 1.28
FK 0.80 （ 0.92 ） 1.00 （ 1.28 ） -0.41
Fc 2.00 （ 2.91 ） 1.50 （ 1.51 ） 0.52
FC' 0.90 （ 1.29 ） 0.67 （ 0.98 ） 0.48
C' 0.20 （ 0.42 ） 0.08 （ 0.29 ） 0.77
FC 2.70 （ 1.83 ） 2.67 （ 2.31 ） 0.04
CF 0.70 （ 1.06 ） 1.25 （ 2.45 ） -0.66
C 0.20 （ 0.63 ） 0.00 （ 0.00 ） 1.00
H 3.90 （ 3.07 ） 3.25 （ 1.42 ） 0.66
（H） 1.20 （ 1.40 ） 2.25 （ 3.31 ） -0.93
Hd 2.40 （ 2.55 ） 2.25 （ 1.86 ） 0.16
（Hd） 0.80 （ 1.03 ） 0.67 （ 1.15 ） 0.28
A 8.50 （ 4.12 ） 5.08 （ 3.70 ） 2.05 　+
（A） 1.80 （ 1.48 ） 1.25 （ 1.29 ） 0.93
Ad 2.90 （ 2.28 ） 3.25 （ 4.03 ） -0.24
（Ad） 0.50 （ 0.71 ） 0.33 （ 0.49 ） 0.65


















平均値 SD 平均値 SD t値
EI（開放性特性） 41.17 （ 4.86 ） 39.09 （ 9.13 ） 0.69
CA（創造的態度特性） 70.42 （ 7.83 ） 69.00 （10.06 ） 0.38
???????
Ta：応用力 10.58 （ 4.23 ） 8.82 （ 3.09 ） 1.13
Tb：生産力 11.00 （ 3.25 ） 8.82 （ 2.71 ） 1.74 　+
Tc：空想力 16.92 （ 5.02 ） 13.45 （ 2.66 ） 2.04 　+
F：思考の速さ 35.58 （ 9.89 ） 30.27 （ 5.92 ） 1.54
X：思考の広さ 25.33 （ 5.28 ） 22.45 （ 3.17 ） 1.57
O：思考の独自さ 8.67 （ 2.77 ） 6.73 （ 1.19 ） 2.14 　*
E：思考の深さ 29.83 （ 7.72 ） 24.36 （ 6.27 ） 1.86 　+
S-A総合 38.50 （ 9.85 ） 31.09 （ 6.64 ） 2.10 　*
**：p<.01、*：p<.05、＋：p<.10
表 6： 構成の段階　評定結果の高群・低群間におけるロールシャッハ・テストスコア指数の t検定
Rorschach Test 高群（N=10） 低群（N=12）
指数 平均値 SD 平均値 SD t値
W% 53.20 （ 23.23 ） 56.08 （26.87 ） -0.27
D% 31.80 （ 11.89 ） 30.00 （22.93 ） 0.24
Dd% 12.90 （ 12.15 ） 13.25 （11.23 ） -0.07
S% 2.30 （ 3.09 ） 0.83 （ 1.34 ） 1.40
Σ C 3.10 （ 2.20 ） 3.44 （ 4.11 ） -0.23
FM+m 6.90 （ 3.61 ） 5.21 （ 3.84 ） 1.06
Fc+c+C' 4.20 （ 4.72 ） 3.42 （ 3.27 ） 0.46
Ⅷ＋Ⅸ＋Ⅹ /R 31.50 （ 7.58 ） 32.08 （ 6.47 ） -0.20
CF+C 1.15 （ 1.63 ） 1.75 （ 2.80 ） -0.60
FC+CF+C 3.85 （ 2.49 ） 4.50 （ 4.81 ） -0.39
F% 48.30 （ 11.73 ） 41.75 （11.62 ） 1.31
Σ F% 97.30 （ 3.89 ） 97.00 （ 4.95 ） 0.16
F+% 89.80 （ 7.77 ） 82.92 （14.48 ） 1.34
Σ F＋％ 89.70 （ 6.36 ） 85.00 （ 9.60 ） 1.32
R＋％ 87.20 （ 6.71 ） 82.58 （11.29 ） 1.13
H％ 26.50 （ 6.31 ） 31.33 （12.09 ） -1.14
A％ 42.80 （ 11.27 ） 35.17 （11.67 ） 1.56
At％ 1.80 （ 2.15 ） 2.42 （ 4.29 ） -0.41
P 4.45 （ 1.69 ） 3.67 （ 1.34 ） 1.21
Content Range 8.20 （ 2.78 ） 8.00 （ 2.86 ） 0.17
Detrminant Range 6.40 （ 2.63 ） 6.08 （ 1.38 ） 0.36
M％ 16.02 （ 7.51 ） 22.78 （10.59 ） -1.09
**：p<.01、*：p<.05、＋：p<.10
箱庭の “表現 ” に反映される創造的態度の評定－Ⅱ－ 159
表 8：語りの段階　評定結果の高群・低群間におけるロールシャッハ・テストスコア実数の t検定
Rorschach Test 高群（N=12） 低群（N=11）
実数 平均値 SD 平均値 SD t値
R 34.17 （17.08 ） 27.36 （13.51 ） 1.05
W 14.83 （ 5.54 ） 12.73 （ 5.41 ） 0.92
D 13.67 （11.17 ） 9.55 （ 8.13 ） 1.00
Dd  4.92 （ 4.12 ） 4.45 （ 4.76 ） 0.25
S 0.75 （ 0.75 ） 0.36 （ 0.67 ） 1.29
F 15.58 （ 8.12 ） 11.45 （ 7.01 ） 1.30
M 5.08 （ 4.36 ） 4.45 （ 2.25 ） 0.43
FM 4.08 （ 2.97 ） 3.73 （ 1.90 ） 0.34
FK 0.75 （ 1.06 ） 1.18 （ 0.98 ） -1.01
Fc 2.42 （ 2.71 ） 1.36 （ 2.01 ） 1.05
FC' 1.00 （ 1.13 ） 0.73 （ 1.19 ） 0.56
C' 0.25 （ 0.45 ） 0.00 （ 0.00 ） 1.92 　+
FC 3.42 （ 2.68 ） 3.09 （ 2.55 ） 0.30
CF 1.25 （ 1.42 ） 1.18 （ 2.40 ） 0.08
C 0.17 （ 0.58 ） 0.09 （ 0.30 ） 0.39
H 3.33 （ 2.39 ） 2.73 （ 1.42 ） 0.73
（H） 1.83 （ 3.33 ） 1.27 （ 1.10 ） 0.53
Hd 2.42 （ 2.61 ） 3.09 （ 1.64 ） -0.75
（Hd） 1.08 （ 1.31 ） 0.27 （ 0.47 ） 2.01 　+
A 7.92 （ 4.70 ） 5.82 （ 3.82 ） 1.67
（A） 1.67 （ 1.37 ） 0.55 （ 0.93 ） 2.27 　*
Ad 4.17 （ 3.27 ） 3.73 （ 2.94 ） 0.39
（Ad） 0.25 （ 0.45 ） 0.73 （ 1.01 ） -1.49
At 0.67 （ 0.98 ） 0.36 （ 0.50 ） 0.92
**：p<.01、*：p<.05、＋：p<.10
表 9：語りの段階　評定結果の高群・低群間におけるロールシャッハ・テストスコア指数の t検定
Rorschach Test 高群（N=12） 低群（N=11）
指数 平均値 SD 平均値 SD t値
W% 51.67 （26.06 ） 51.18 （22.06 ） 0.05
D% 33.75 （16.76 ） 32.18 （17.02 ） 0.22
Dd% 12.42 （11.06 ） 15.73 （ 8.63 ） -0.80
S% 2.17 （ 2.79 ） 0.91 （ 1.64 ） 1.30
Σ C 4.15 （ 3.83 ） 3.30 （ 3.64 ） 0.54
FM+m 6.33 （ 4.32 ） 5.27 （ 2.38 ） 0.72
Fc+c+C' 5.25 （ 4.58 ） 2.68 （ 3.59 ） 1.49
Ⅷ＋Ⅸ＋Ⅹ /R 36.58 （ 8.14 ） 31.55 （ 8.02 ） 1.49
CF+C 1.79 （ 2.20 ） 1.59 （ 2.52 ） 0.20
FC+CF+C 5.29 （ 4.51 ） 4.68 （ 4.62 ） 0.32
F% 47.17 （15.87 ） 40.82 （13.52 ） 1.03
Σ F% 95.50 （ 5.85 ） 96.55 （ 5.39 ） -0.44
F+% 88.92 （12.87 ） 85.18 （14.41 ） 0.66
Σ F＋％ 86.17 （10.52 ） 84.91 （10.59 ） 0.29
R＋％ 82.17 （10.70 ） 82.27 （13.01 ） -0.02
H％ 24.08 （ 6.04 ） 30.73 （12.87 ） -1.56
A％ 41.67 （12.28 ） 40.09 （12.82 ） 0.30
At％ 2.08 （ 2.91 ） 1.36 （ 2.20 ） 0.66
P 3.92 （ 1.92 ） 3.82 （ 1.94 ） 0.12
Content Range 8.67 （ 3.11 ） 7.18 （ 2.79 ） 1.20
Detrminant Range 6.67 （ 1.92 ） 6.00 （ 1.73 ） 0.87














































































































































































































































常成人の A％は 25 ～ 60％の範囲である。表 6
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The Evaluation of Creative Attitude
in Reference to the Expression of Sand Play II: 
Verifi cation of a Schema by Using the Score 
of Rorschach Test
Fumiko SUZUKI
The aim of the present study is to evaluate the creative attitude in reference to the 
expression of sand play. In this study, the word “creative attitude” doesn’t mean the ability in art, 
but means to having the experience where the maker express themselves and get their image 
refl ected in sand play, signifying the world around them. 
In the previous study, the author made two schemata to evaluate the creative attitude 
in reference to the expression of sand play. The first schema relates to the points of the 
questionnaire of “creative attitude,” named “a phase of the construction,” showing the richness 
of the visual impression. And the second schema has something to do with the points of the 
questionnaire of “openness,” named “a phase of the narrative,” showing the richness of the 
imagination. The structure of these schemata consists of six phases. After considering the 
result, the author presumes that 6 participants who used these schemata for the first time 
would understand them and these schemata would be available to them. But some problems 
were found in the schema. As the result of the analysis, the author extracts some factors which 
confused the participants. The author modifi es the previous schema and made two new ones.
In this study, 5 participants evaluate 32 sand play works by using these new schemata. 
The result of the evaluation was compared with the score of the Rorschach Test for the purpose 
of verifying the validity of these schemata. As a result, some scores of Rorschach Test had 
something to do with the result of evaluation, but the author didn’t find sufficient results to 
consider the validity of the schema. After the analysis, the author extracts some factors of the 
problem in this experiment and a matter of the schema to be modifi ed. Accordingly, the author 
intends to improve these situations and examine the verifi cation of the validity of the schema in 
the next study.
Key words : creative attitude, sand play, Rorschach Test
